
年度　授業計画（シラバス）

15 (1) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
精神状態の把握と看護（統合失調症・気分障害など）

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

疾患にあった看護師の関わりのポイントを説明できる

2020

専門分野 授業の方法 講義演習

授業時数(単位数)必修

授業終了時に示す課題を実施しておくこと。授業で学習した内容の理解の促進と知識の定着のために主体的に国家試験
の問題に取り組んでおくこと。

授業や演習への参加状況とレポートの課題提出状況（３０％）、筆記試験（７０％）で総合的に評価する。

第
4
回

使用教材

教科書
AV機器他

授業以外での準備学習
の具体的な内容

授業で学んだ内容を復習
し、精神科におけるケアに
ついての課題を実施するこ
と

第
5
回

第
2
回

教科書
AV機器他

授業で学んだ内容を復習
し、自分の気になっている
場面をプロセスレコードで
振り返り、そのプロセスレ
コードを提出すること

第
3
回

教科書
AV機器他

授業で学んだ内容を復習
し、統合失調症と気分障害
の看護に関する課題を実
施すること

内　　　容

精神科看護において患者と話す時に具体的に注意することが説明で
きる

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

教科書
AV機器他

授業で学んだ内容を復習
し、神経症性障害、身体表
現性障害、ストレス関連障
害の看護に関する課題を
実施すること

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

疾患にあった看護師の関わりのポイントを説明できる

科  目  名

看護学科

精神援助論Ⅰ

科　目　区　分

専門分野Ⅱ 精神看護の基礎　精神看護学①　医学書院、系統看護学講座
専門分野Ⅱ　精神看護の展開　 精神看護学②　医学書院、系統看護学講座
学生のための精神看護学　医学書院

精神看護においては専門性が問われ、精神医療の状況のなかで、看護の役割は、こころを病んだ人を前にしてその人を理解する過程そ
のものが看護であるといわれる。そのため患者理解の手段となる傾聴・共感のコミュニケーション技術の活用と、人間関係の確立とその関
係性を発展させる方法について学ぶ。また看護倫理や人権擁護についても学ぶ。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

各教室2年次 教室名

自己のコミュニケーションを振り返ることは、今後の他者との関わりにおいても重要なこととなります。こころを病んだ人との関わりを学ぶ中で
多くのことを主体的に学んでください。また、自分たちは学生であり、学ぶ側であるという意識をもち、授業中の態度等に注意してください。

担 当 教 員 濱﨑　美文　他
実務経験と

その関連資格
総合病院の精神科病棟で看護師として勤務

教科書
AV機器他

授業で学んだ内容を復習
し、感情体験に関する課題
を実施すること

精神科看護におけるケアの前提、ケアの方法

授業の
方法

第
1
回

講
義
演
習
形
式

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

プロセスレコードの読み方を説明できる

各コマに
おける

授業予定
精神看護における関係のアセスメント

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

患者-看護師関係における感情体験について説明できる

各コマに
おける

授業予定
患者-看護師間でおこること



講
義
形
式

各コマに
おける

授業予定

精神状態の把握と看護（神経症性障害、身体表現性障害、ストレス関
連障害など）

第
5
回

教科書
AV機器他

授業で学んだ内容を復習
し、神経症性障害、身体表
現性障害、ストレス関連障
害の看護に関する課題を
実施すること



第
14
回

第
12
回

第
13
回

授業を
通じての
到達目標

第
10
回

第
11
回

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

第
8
回

教科書
AV機器他

授業で学んだ内容を復習
し、精神科看護における倫
理の学びについてのレ
ポートをまとめる

第
9
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

精神科看護における倫理的な問題を他者に説明できる

各コマに
おける

授業予定
精神障害者の人権に関する問題

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

教科書
AV機器他

授業で学んだ内容を復習
し、精神科看護における倫
理についてのレポートをま
とめる精神科看護における倫理

授業で学んだ内容を復習
し、（物質関連障害・てんか
ん・性同一性障害の看護
に関する課題を実施するこ
と

第
6
回

第
7
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
15
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

精神科看護における倫理的な問題を言語化できる

各コマに
おける

授業予定

教科書
AV機器他

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

疾患にあった看護師の関わりのポイントを説明できる

各コマに
おける

授業予定
精神状態の把握と看護（物質関連障害・てんかん・性同一性障害など）

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定



第
15
回 各コマに

おける
授業予定


